
求人件名 

 

准教授、または助教若しくは助手の公募 

東北大学スマート・エイジング学際重点研究センター 

栄養認知健康脳(東洋ライス)共同研究部門） 

研究室 URL 
 

http://www.nmr.idac.tohoku.ac.jp/ 

求人内容 
 

准教授、または助教若しくは助手の公募 東北大学スマート・エイジン

グ学際重点研究センター 栄養認知健康脳(東洋ライス)共同研究部門 

募集人員 准教授、または助教若しくは助手 1 名 

所属 

東北大学スマート・エイジング学際重点研究センター 

栄養認知健康脳(東洋ライス)共同研究部門 

職務内容 

認知症予防に関する栄養介入方法の開発、健康維持に関わる心理および

栄養学的研究，食が脳機能や認知機能に及ぼす影響に関する研究。 

着任時期 
令和 3 年 4 月 1 日 

勤務形態 
 

常勤（令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日） 

前年度の実績を踏まえて更新することがあります。 

更新の上限 令和 4 年 5 月 31 日 

勤務地 
 

東北 - 宮城県  データ収集の為、県外の出張があります。 

応募資格 
 

博士号取得者。介入研究を実社会の中で推進することがもとめられるた

め、認知機能検査の実施や、研究推進に関わる各種コーディネート業務

ができること。栄養介入を軸としたプロジェクトのため、栄養に関する

知識を有しているか、食に関わる心理学的研究の経験があることが望ま

しい。栄養学、心理学、脳科学、医学による学際研究領域の構築に向け

て、共に新たな分野を開拓してくれる方。 

待遇 
 

東北大学職員就業規則及び諸規定に準ずる。 

募集期間 
 

令和 3 年 1 月 15 日書類必着 

提出書類・連絡先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 履歴書 (顔写真、電話番号、電子メールアドレスを含む) 

(2) 業績リスト(学術論文、参考論文(国際会議論文など)、解説記事、著

書、特許、招待講演、受賞、学会・社会における活動状況、代表あるい

は分担者としての競争的資金獲得状況、その他の特記事項、に分類して

ください。) 

(3) 主要論文別刷り (3 編以内、コピー可) 

(4) 研究業績の概要 (2000 字以内) 

(5) 今後の研究計画および教育に対する抱負 (2000 字以内) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(6) 応募者の能力や人柄を評価できる 2 名の氏名、所属、連絡先住所、

電話番号、E メールアドレス 

＊書類は A4 判用紙に横書き、項目毎に別葉としてください。 

書類提出方法・提出先 

提出書類を PDF ファイルに変換し、USB メモリまたは CD-R、DVD-R

ディスクのいずれかに書き込んで、簡易書留にて下記まで送付してくだ

さい。 

紙の書類は不要です。また、電子メールでは受付けません。 

〒980-8575 

仙台市青葉区星陵町 4-1 

東北大学スマート・エイジング学際重点研究センター 瀧 靖之 

※ 封筒に「スマート・エイジング学際重点研究センター 教員募集書

類在中」と朱書して書留にて送付下さい。応募書類は返却いたしませ

ん。 

選考方法 

書類選考および面接による。 

（状況によっては Web 面談の可能性あり） 

照会先 

東北大学スマート・エイジング学際重点研究センター 

瀧 靖之 

電話：022-717-8582 

E-mail：nmr_office*grp.tohoku.ac.jp（※を＠に置き換えてください） 

備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・東北大学は共同参画を推進しており、多様な人材の積極的な応募を歓

迎しています。 

・雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律

第 8 条に基づき 女性教員の在籍率を改善するための措置として、公正

な評価に基づき職務に必要とされている能力が同等と認められる場合

は、女性を優先的に採用します。 

・東北大学には全学教職員が利用できる川内けやき保育園（定員 30

名）、青葉山みどり保育園（定員 100 名）および、星陵地区の方が利

用できる星の子保育園（定員 120 名）があり、全国の国立大学の事業

所内保育施設として最大規模の保育環境が整っています。また、大学病

院内に軽症病児・病後児保育室もあり、全学教職員が利用できます。 

・その他、本学の両立支援、研究支援等の詳細及び共同参画の取組につ

いては、下記 URL をご覧ください。 

男女共同参画推進センターWEB ページ 

http://www.tumug.tohoku.ac.jp/ 

・育児休業を取得する場合、教育研究の推進上必要と認めるときは、休

業期間の範囲内で当該任期を延長することがあります。 
 


